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　全身に力を込め、声高らかに綱を引く子どもたち。
友達や父兄の声援を受け、各小学校を代表する小さな
引き手の熱い力比べが展開されました。関連記事は8
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平成23年度施政方針

成田市国際交流協会

住民票・印鑑登録証明書を自動交付機で
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世
界
と
の
交
流
拠
点
と
し
て

市
民
が
誇
れ
る
都
市
を
つ
く
る

　

昨
年
10
月
に
、
羽
田
空
港
の
4
本
目

の
滑
走
路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
へ
の

国
際
定
期
便
就
航
な
ど
、
24
時
間
国
際

空
港
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
羽
田

の
国
際
化
へ
の
世
論
の
期
待
が
高
ま
る

中
、「
遠
い
、
不
便
」
と
言
わ
れ
て
き

た
成
田
空
港
に
つ
い
て
、
将
来
へ
の
不

安
と
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
成
田
空
港
の
容
量

拡
大
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
10
月
13
日

に
、
国
、
千
葉
県
、
空
港
周
辺
9
市
町

と
空
港
会
社
で
構
成
す
る
「
成
田
空
港

に
関
す
る
四
者
協
議
会
」
で
、
現
在
の

22
万
回
を
30
万
回
に
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
で
合
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

騒
音
地
域
の
住
民
説
明
会
で
は
、
騒

音
地
域
に
今
後
も
住
み
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
々
が
、
30
万
回
に
な
る
こ

と
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
や
将
来
に

つ
い
て
の
不
安
を
強
く
感
じ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
市
と
し

て
は
、
騒
音
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
と

新
た
に
立
ち
上
げ
た
「
成
田
空
港
騒
音

対
策
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
騒
音

対
策
や
地
域
振
興
策
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
成
田
空
港
の
利
用
を
促
し
、

地
域
の
経
済
活
動
や
雇
用
の
成
長
を
図

　

昨
年
12
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
審
判
を
仰
ぎ
、
再
度
市

政
の
か
じ
取
り
役
と
い
う
重
要
な
職
責

を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
2
期
目
の
市
長
と
し
て
、

初
心
に
返
り
、
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と

市
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
、「
成

田
か
ら
日
本
を
元
気
に
し
よ
う
」
と
い

う
気
概
を
持
っ
て
、
地
域
の
発
展
ス
パ

イ
ラ
ル
、
循
環
型
成
長
を
引
き
起
こ
し
、

成
田
市
の
未
来
の
た
め
に
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

一
意
専
心
、
山
積
す
る
主
要
事
業
や
諸

課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
お

約
束
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
上
の

課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
徹

底
的
な
現
場
主
義
を
貫
き
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

「
総
合
5
か
年
計
画
2
0
1
1
」
の
初

年
度
に
あ
た
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
第
一
に
、
よ
り
一
層
の
経
費
節
減

に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ま

で
積
み
立
て
て
き
た
各
種
基
金
の
活
用

も
図
り
つ
つ
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
対
前
年
度
比
9
・

8
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
6
2
8
億
円
、
水

道
事
業
会
計
を
含
む
特
別
会
計
を
加
え

た
全
体
で
は
、
8
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
増

の
8
6
5
億
円
余
の
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

平
成
23
年
度
施
政
方
針

施政方針演説をする小泉市長

平
成
23
年
３
月
定
例
市
議
会
が
、
２
月
10
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で

開
か
れ
、
平
成
23
年
度
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
同
議
会

の
冒
頭
に
小
泉
市
長
が
行
っ
た
施
政
方
針
演
説
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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る
た
め
、
外
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
見
た

空
港
と
地
域
の
魅
力
を
創
出
し
、
空
港

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
「
成
田
ブ
ラ

ン
ド
」
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
戦
略

的
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

大
蕪か

ぶ

新
宮
線
と
湯
川
線
の
完
成
に
よ
り
、

成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
駅
へ
の

交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
な
る
交
通
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
赤
坂
台
方
線
、
大
袋
線
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
線
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

観
光
立
市
を
推
進
す
る
本
市
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
、
生
活
空
間
の
質
的
な
向

上
を
求
め
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
の
策

定
や
景
観
条
例
の
制
定
を
目
指
し
、
計

画
の
原
案
を
策
定
し
ま
す
。

　

J
R
成
田
駅
東
口
の
再
開
発
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
に
本
格
的
に

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
25
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
着
実
に
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き

た（
仮
称
）下
総
親
水
広
場
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
4
月
に
下
総
利
根
宝
船
公

園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

交
通
の
不
便
な
地
域
と
市
街
地
の
公
共

施
設
を
行
き
来
す
る
た
め
の
、
市
民
の

重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
部
路
線
の
変
更
を
加
え
な
が
ら
、
引

き
続
き
7
路
線
で
運
行
を
行
い
、
で
き

る
限
り
地
域
の
需
要
に
応
じ
た
運
行
を

行
う
こ
と
で
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

市
民
が
い
き
い
き
働
く
、

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る

　

国
際
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観

を
形
成
し
、
観
光
名
所
へ
の
発
展
を
図

る
た
め
、
取
香
川
と
根
木
名
川
流
域
か

ら
市
街
地
ま
で
の
間
に
、
桜
な
ど
の
植

栽
や
遊
歩
道
の
整
備
を
行
う
花
の
回
廊

整
備
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
P
R
を
図
り
、
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
う
な
り
く
ん
」
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
を
制
作
す
る
な
ど
、「
う
な
り
く

ん
」
を
積
極
的
に
活
用
し
た
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
今
後
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
国
人
観
光
客

を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
観
光
客
の
受

け
入
れ
や
、
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
の
ロ

ケ
地
の
誘
致
を
強
化
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
メ
デ
ィ
ア

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
お

も
て
な
し
の
心
あ
ふ
れ
る
観
光
の
ま
ち

成
田
の
イ
メ
ー
ジ
を
市
内
外
に
発
信
し
、

観
光
客
は
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
皆
さ

ん
に
「
訪
れ
て
よ
し
」
と
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
お
も
て
な
し
の
観
光

行
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
厳
し

業
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め
、
商

工
業
団
体
に
対
し
て
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
雇
用
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　

国
で
は
、
食
と
農
林
漁
業
の
再
生
推

進
本
部
な
ど
の
設
置
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
力
強
い
農
業
を
育
て
る
た
め
、
農

業
改
革
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
6

月
を
目
途
に
基
本
方
針
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
田
農
業

を
対
象
と
し
て
、
事
業
の
効
果
や
円
滑

な
事
業
運
営
を
検
証
す
る
た
め
に
、
モ

デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
戸
別
所

得
補
償
制
度
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
本

格
的
に
制
度
が
運
用
さ
れ
、
米
だ
け
で

は
な
く
、
麦
や
大
豆

な
ど
の
畑
作
物
も
含

め
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
の
施

策
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

担
い
手
の
育
成
確
保

な
ど
、
農
業
経
営
の

基
盤
強
化
に
努
め
ま

す
。

　

食
の
安
全
と
安
心

を
確
保
し
、
市
民
一

人
一
人
が
健
や
か
で

心
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
食
育
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
23
年

度
に
ス
タ
ー
ト
す
る

食
育
推
進
計
画
に
基

い
経
済
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
地
域

経
済
の
発
展
に
よ
る
雇
用
の
創
出
は
、

市
民
の
安
定
し
た
生
活
に
欠
か
せ
な
い

こ
と
か
ら
、
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
活
用
し
、
市
に
お
い
て
臨
時
職
員
を

雇
用
す
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
に
失

業
者
の
雇
用
と
研
修
を
委
託
し
、
緊
急

的
な
雇
用
の
創
出
と
人
材
育
成
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
資
金
調
達

が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
中
小
企
業
資

金
融
資
制
度
の
運
用
を
迅
速
に
行
う
と

と
も
に
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
利
子
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
内
の
中
小
企
業
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
の
商
工

づ
き
、
保
健
、
保
育
、
教
育
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
関
係
者
と
連
携
、
協
力

を
図
り
、
本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
で

生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活
を
支
え
る

　

都
市
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
地
域

社
会
で
の
地
縁
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄

化
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

仕
事
を
し
な
が
ら
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
小
学
6
年
生
ま
で
を
対
象
に

行
っ
て
い
た
医
療
費
の
助
成
を
中
学
3

年
生
ま
で
拡
大
し
、
子
育
て
家
庭
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
開
設

後
30
年
を
超
え
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

の
各
保
育
園
に
つ
い
て
、
順
次
、
大
規

模
改
修
を
行
う
た
め
の
代
替
施
設
と
な

る
仮
設
園
舎
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
4
月
か
ら
中
台
児
童
ホ
ー
ム
を
中

台
小
学
校
の
校
舎
内
に
移
設
す
る
と
と

も
に
、
向
台
小
学
校
の
敷
地
内
に
建
設

中
の
向
台
児
童
ホ
ー
ム
と
向
台
第
2
児

童
ホ
ー
ム
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
は
な
の
き
台
地
区
の
人
口
の
増
加

に
伴
い
児
童
が
急
増
す
る
吾
妻
小
学
校

の
敷
地
内
に
、
児
童
ホ
ー
ム
の
整
備
を

進
め
、
放
課
後
に
お
け
る
留
守
家
庭
児

子どもにも大人気の「うなりくん」

豊 かさを実 感 できるまちづくり
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な
ど
の
食
育
を
推
進
で
き
る
施
設
と
な

り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
若
者
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
時
代
に
対
応
し
た
知
識
を
習
得
で
き

る
高
等
教
育
の
場
を
身
近
に
す
る
と
と

も
に
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め

の
施
策
も
視
野
に
入
れ
、
医
科
系
大
学

の
誘
致
に
関
す
る
経
済
効
果
な
ど
の
基

礎
的
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第

2
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

生
涯
学
習
に
関
す
る
各
種
事
業
を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

と
議
場
を
会
場
と
し
て
、
市
内
の
音
楽

家
や
音
楽
団
体
が
演
奏
を
行
う
「
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
、
市
役

所
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
憩
い
と
安
ら
ぎ

の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
文

化
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

域
文
化
の
活
性
化
と
全
国
各
地
の
地

芝
居
団
体
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、

「
第
21
回
全
国
地
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
・
イ

ン
・
成
田
」
を
開
催
し
、
民
俗
文
化
財

で
あ
る
伊
能
歌
舞
伎
な
ど
を
紹
介
し
、

本
市
の
地
芝
居
を
全
国
に
P
R
し
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
2

次
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
と
各
種
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実
に
努
め
ま

す
。
平
成
19
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て

童
の
健
全
育
成
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
5
期

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
包
括
的
か
つ

継
続
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
が
、
通
院
や

買
い
物
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
乗
合
型
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

向
け
て
、
東
京
大
学
が
開
発
し
た
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
身
近
な
地
域
で

計
画
的
に
提
供
す
る
た
め
、「
第
3
期

障
が
い
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
療
育
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
訓

練
室
な
ど
の
増
築
の
た
め
の
設
計
を
行

う
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
雇
用
機
会

拡
大
の
た
め
、
公
共
施
設
で
就
労
の
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
4
月
か
ら
県
内
の
市
町
村
に
先

駆
け
て
開
始
し
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て
は
、
本

年
1
月
か
ら
全
額
助
成
に
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
も
、
全
額
助
成
の
対
象
に
加
え
、

市
民
の
生
命
を
守
る
と
と
も
に
、
家
計

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
新
た
に
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
死
亡

原
因
に
な
り
や
す
い
肺
炎
を
予
防
し
、

高
齢
者
の
健
康
で
元
気
な
暮
ら
し
を
支

援
し
ま
す
。

　

健
康
増
進
法
に
基
づ
き
実
施
す
る
特

定
健
康
診
査
と
一
般
健
康
診
査
の
検
査

項
目
に
、
貧
血
と
腎
機
能
の
検
査
を
追

加
し
、
検
診
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

深
夜
、
早
朝
に
お
け
る
初
期
救
急
医

療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
で
経

費
を
負
担
し
、
引
き
続
き
成
田
赤
十
字

病
院
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

現
在
の
救
急
医
療
体
制
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、
急
病
診
療
所
の
内
科
と
小
児

科
に
つ
い
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

お
盆
や
年
末
年
始
に
お
け
る
、
午
前
10

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
時
間
帯
で
の

診
療
を
開
始
し
、
年
間
を
通
じ
て
無
休

で
対
応
す
る
こ
と
で
、
救
急
医
療
体
制

の
拡
充
を
図
り
、
市
民
の
健
康
を
支
え

て
い
き
ま
す
。

市
民
が
地
域
文
化
を
愛
し
、

次
代
を
担
う
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　

4
月
か
ら
中
郷
小
学
校
を
美
郷
台
小

学
校
へ
統
合
す
る
と
と
も
に
、
久
住
第

一
小
学
校
と
久
住
第
二
小
学
校
を
統
合

し
、
久
住
小
学
校
と
し
て
新
た
な
出
発

を
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
久
住
小
学

校
の
増
築
と
大
規
模
改
造
工
事
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
下
総
地
区
の
4
つ
の
小

学
校
を
平
成
26
年
4
月
に
統
合
す
る
こ

と
か
ら
、
統
合
小
学
校
建
設
の
た
め
の

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
西

中
学
校
の
分
離
新
設
校
と
し
て
公
津
の

杜
中
学
校
の
新
築
工
事
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
公
津
の
杜
小
学
校
の
増
築
工

事
を
進
め
ま
す
。

　

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
向
台
小
学
校
、
橋
賀
台
小
学
校
と

大
須
賀
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
補
強

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
耐
震
診
断

で
補
強
が
必
要
と
さ

れ
た
学
校
施
設
の
工

事
が
す
べ
て
完
了
し

ま
す
。

　

本
市
の
特
徴
的
な

教
育
の
一
つ
で
あ
る

国
際
理
解
教
育
に
つ

い
て
は
、
4
月
か
ら

国
内
す
べ
て
の
小
学

校
で
、
高
学
年
の
学

習
内
容
と
し
て
英
語

の
授
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
本
市
で
は
、
10

年
前
か
ら
英
語
活
動

の
研
究
・
開
発
を
進

め
、
市
内
全
小
中
学
校
へ
の
外
国
人
英

語
講
師
の
配
置
や
市
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成
な
ど
、
日
本
の
小
学
校
英

語
教
育
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
小
学
1
年
生
か
ら

の
英
語
科
学
習
の
充
実
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
の
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
本

所
と
玉
造
分
所
に
替
わ
る
、
新
た
な
調

理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
施
設
整
備
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
親

子
方
式
に
よ
り
整
備
を
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
き
め

細
か
な
対
応
や
温
か
い
給
食
の
提
供
が

可
能
と
な
り
、
栄
養
指
導
や
地
産
地
消

英語科学習を充実
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豊 かさを実 感 できるまちづくり

き
た
久
住
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
6

月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
、
さ
ら
に
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
平
成

24
年
4
月
、
公
津
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
平

成
25
年
4
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、

整
備
を
進
め
ま
す
。
新
た
に
畑
ヶ
田
地

区
で
は
、
多
目
的
に
活
用
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
広
場
の
整
備
も
進
め
ま
す
。

市
民
が
安
全
、
安
心
、
快
適
に

暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
つ
く
る

　

近
年
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る

局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
内
水
は
ん
濫
を

は
じ
め
、
突
風
や
竜
巻
な
ど
に
よ
る
被

害
が
、
日
本
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

地
震
に
つ
い
て
も
、
東
海
地
震
や
南
関

東
直
下
型
地
震
な
ど
に
よ
る
大
規
模
災

害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
に
は
、
地
域
防
災
力
の

向
上
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
防
災
を
担
う
自
主
防
災
組
織
の
育

成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
時
の

応
急
活
動
が
的
確
に
行
え
る
よ
う
地
域

防
災
訓
練
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
知

識
と
技
術
の
普
及
に
努
め
、
地
域
防
災

力
の
向
上
と
減
災
体
制
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
赤
坂
消
防
署
の

既
存
庁
舎
の
解
体
と
新
庁
舎
の
建
設
工

事
に
着
手
し
、
工
事

期
間
中
の
市
民
の
安

全
・
安
心
確
保
の
た

め
、
赤
坂
消
防
署
の

機
能
を
公
津
分
署
内

に
移
転
し
、
業
務
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、

複
雑
・
多
様
化
す
る

消
防
需
要
に
広
域
的

に
対
応
し
、
高
度
で

よ
り
専
門
性
の
高
い

指
令
業
務
を
実
現
す

る
た
め
、
県
域
一
帯

の
消
防
救
急
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
千

葉
県
内
を
2
つ
の
ブ

の
実
施
へ
拡
充
す
る
ほ
か
、
住
所
の
異

動
や
戸
籍
の
届
け
出
に
関
連
す
る
各
種

手
続
き
を
は
じ
め
、
各
種
証
明
書
の
発

行
な
ど
を
1
カ
所
で
行
う
こ
と
が
で
き

る
総
合
窓
口
を
設
置
し
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

市
民
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

保
育
料
、
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
未
収

債
権
の
徴
収
を
一
元
的
に
行
う
部
署
を

新
設
し
、
収
納
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

市
民
の
自
主
的
な
活
動
と
世
代
を
超

え
た
相
互
交
流
を
促
す
施
設
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
核
と
し
た
、
公

津
の
杜
複
合
施
設
の
建
設
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
県
下
消
防
本
部
が

指
令
業
務
を
統
一
的
に
運
用
で
き
る
よ

う
、
平
成
25
年
度
か
ら
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
た
め
の
工
事
を
進
め

ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
J
R
成
田

駅
西
口
に
設
置
し
た
駅
前
番
所
と
、
そ

の
効
果
を
市
内
全
域
に
拡
大
す
る
た
め

の
移
動
え
き
ば
ん
の
運
用
を
は
じ
め
と

し
て
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
通
学
路
の
防
犯
広
報
啓
発
パ

ト
ロ
ー
ル
、
地
域
防
犯
推
進
員
に
よ
る

市
民
と
協
働
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪

抑
止
重
点
地
区
に
指
定
さ
れ
た
地
域
に

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
人
の
目

に
よ
る
防
犯
活
動
を
補
完
す
る
こ
と
で
、

犯
罪
の
抑
止
効
果
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
清
掃
工
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

環
境
に
や
さ
し
い
施
設
の
完
成
に
向
け

て
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
余

熱
を
利
用
す
る
温
浴
施
設
や
多
目
的
広

場
な
ど
の
整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

い
ず
み
聖
地
公
園
拡
張
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
墓
地
需
要
の
増
大

に
対
応
す
る
た
め
、
第
2
期
拡
張
工
事

の
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

効
率
的
な
自
治
体
運
営
を
行
う

　

利
便
性
の
高
い
市
役
所
実
現
の
た
め
、

休
日
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
毎
週
日
曜
日

名
実
と
も
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を

　

こ
の
春
に
大
学
を
卒
業
す
る
予
定
の

若
者
の
約
3
分
の
1
が
、
未
だ
に
就
職

が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
、
深
刻
な

雇
用
情
勢
の
中
で
、
本
市
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
状
況
も
、
明
る
い
兆
し
が

は
っ
き
り
と
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
子
育
て
や
将
来
に
対
す

る
不
安
が
募
る
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
先
生
は
、

「
逆
境
に
お
か
れ
る
と
、
脳
は
自
分
の

欠
点
さ
え
も
長
所
に
変
え
て
、
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

逆
境
と
も
言
え
る
よ
う
な
、
先
行
き
不

安
な
社
会
経
済
状
況
の
中
に
あ
っ
て
こ

そ
、
職
員
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
知
識
や
経
験
を
結
集
し
、
市
民
の

幸
せ
と
若
者
が
希
望
を
持
て
る
明
る
い

未
来
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
一
つ

一
つ
、
確
実
に
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、「
住
ん
で
良
し
、

働
い
て
良
し
、
訪
れ
て
良
し
」
の
生
涯

を
完
結
で
き
る
空
の
港
町
づ
く
り
に
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
、
12
万
6
千
市
民
と

一
体
と
な
っ
て
、
名
実
と
も
に
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
心
血
注
い
で
市
政
の
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

休日窓口サービスを毎週日曜日に

的確な応急活動
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友好・姉妹都市
との交流

　市では、海外の6都市と友好・姉妹都市として提携し、青少年交流やスポー
ツ交流などを行っています。協会では、これらの都市との交流事業を支援し
ています（青少年の派遣、訪問団受け入れ時の交流、ホームステイの受け入
れなど）。

※くわしくは成田市国際交流協会事務局
　（市広報課国際交流室内）へ。
　☎23-3231　FAX24-1006
　Eメール nifs@ngy.3web.ne.jp

ネストベズ市（デンマーク） 仁
イン

川
チョン

広域市 中
チュン

区
グ

（韓国） サンブルーノ市（アメリカ）

咸
カン

陽
ヨウ

市（中国） 井
チョン

邑
ウップ

市（韓国） フォクストン（ニュージーランド）

　外国人と交流したい、語学力を生かしたい、と考えている
皆さん、一緒に活動してみませんか。国際交流に興味のある
人の積極的な参加をお待ちしています！
　外国人ももちろん大歓迎です。
　NARITAを真の国際都市にするために、皆さんの力を必要
としています！
　会員には、会報「ニューズレター」を毎月送付しています。
会費（年額）
◦個人…………………1口　1,000円（学生は500円）
◦団体または法人……1口　5,000円

　毎月1回、会員の編集による会報「ニューズ
レター」を発行し、国際交流に関する情報を発
信しています。
　ニューズレターは協会ホームページ（http://w 
ww.ngy.3web.ne.jp/~nifs/）にも掲載しています。

一緒に活動してみませんか
会 員 募 集 会報「ニューズレター」

福祉先進都市 日韓親善民間サッカー交流 中学生友好訪問団

古代王朝で栄えた歴史ある都市 中高校生のホームステイ交流 「NARITA少年の翼」が訪問

広報なりた 2011.3.15 6



在住外国人
との交流

ボランティア
活動

　市民と在住外国人の交流の場として、「ラテン・フィエスタ」（7月）や「新春を祝う
会」（2月）など、世界の伝統・文化を楽しみながら体験できるイベントや、会員相互
の交流イベントを定期的に開催しています。

　協会には英語・中国語・韓国語・スペイン語を中心に、約
130人の語学ボランティアが登録しています。語学ボラン
ティアは友好都市からの訪問団を受け入れたときの通訳・案
内・文書の翻訳など、さまざまな場面で活躍しています。
　ほかにも、日本文化紹介、ホストファミリー、国際交流支
援などのボランティアとして協力してくれる人を随時募集し
ています。

国際空港を擁し、約3,300人の外国人が生活している成田市。成田市国際交流協会では、友好・姉妹
都市をはじめとする外国からの訪問者を温かく迎えるとともに、異文化の理解と共生を推進するため、
会員やボランティアの皆さんを中心に、市民と外国人との国際交流活動を行っています。

アジア圏の旧正月をお祝い
 「新春を祝う会」

各国の民族衣装が勢ぞろい「国際市民フェスティバル」

楽しみ味わいながら各国の伝統料理の作り方を覚える
「世界の料理を楽しむ会」

語学力を生かして案内

訪問団の視察時の通訳

会員相互の情報交換の場
「会員交流イベント」

本場のラテンダンスは情熱的

「ラテン・フィエスタ」

活動に参加してみませんか

成田市国際交流協会　Narita International Friendship Society
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TOPICSNARITA

青少年綱引き大会

86チームが力比べ
　市内の小学生たちが力比べをする恒例行事

「青少年綱引き大会」が2月13日、フィットネス
ハウス・アリーナで行われました。参加したの
は86チーム。接戦の末、見事に栄冠を手にし
た成田Kingの選手は「練習試合で負けた相手に
も、今日は勝てました。気持ちで負けなかった
のが最大の勝因です」と話していました。主な結
果は次の通りです。

優　勝　成田King
準優勝　平成アルゴン
第 3 位　高岡レグルス抜群のチームワークを披露した成田King

一緒に楽しみませんか

新勝寺総門前でパチリ

き
も
の
de
成
田

„
和
＂を
着
こ
な
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
着
物
姿
で
参
道
を
散
歩
す
る
イ
ベ
ン
ト
﹁
き

も
の
de
成
田
﹂
が
2
月
20
日
、
表
参
道
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
着
る
機
会
の
減
っ

て
し
ま
っ
た
着
物
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
日
本

の
伝
統
で
あ
る
和
装
を
楽
し
も
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
県
内
外
か
ら
約
40
人
の
男
女
が
参

加
。
市
内
在
住
で
親
子
で
参
加
し
た
と
い
う
女

性
は
﹁
鮮
や
か
な
着
物
を
着
る
と
、
日
本
人
で

よ
か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
﹂
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
次
回
は
5
月
15
日
㈰
に
開
催
予
定

︵
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料
︶で
、
今
後
も
継
続

し
て
開
催
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
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トピックスなりた

　三里塚コミュニティセンターのオープン5周年を記念して開催
された「三里塚コミセンまつり」。その実行委員会の解散式が2
月12日、西三里塚共同利用施設で行われ、模擬店などの収
益金の一部25万円が社会福祉協議会に寄付されました。

売上金25万円を寄付
三里塚コミセンまつり実行委員会解散式

寄付金を青木社会福祉協議会長に渡す井山実行委員長（右端）

日々の備えを大切に
防災講演会

　「そこから出発」─阪神・淡路
大震災の体験で学んだことは─
のタイトルで、NPO法 人「 神 戸
の絆2005」副代表の岩本しず子
さんによる防災講演会が2月20
日、保健福祉館で開催されまし
た。講演会には防災関係者130
人が参加。講師の「人間捨てたも
のじゃない、素晴らしい底力があ
る。信号が壊れても、車はみんな徐行して譲り合って行き交っ
ていたし、外国では暴動や強奪が起こることもあるが、そんな
こともなく人々の素晴らしさを見せてもらった」、「日々の生活の
中で、災害に対する備えをしておくことが大切」という話に聴衆
は静かに聞き入っていました。

自治会や自主防災組織の関係者130人が集まる

講師の岩本しず子さん

　3月1日に高さ600メートルを突破し、自立式電波塔で
“世界一”となった東京スカイツリー。市内からも見えると
いう噂を聞きつけ、
早速撮影してみまし
た。写真は八代地
先から撮ったもので
す。皆さんも、自分
だけの撮影スポット
を探してみてはいか
がでしょうか。

スでは、市や地元企業が”食の安全”や”省エネ”などをテーマ
に、企画展示や啓発活動を実施。「太巻き寿

ず

司
し

の実演と試食」
など、子どもも楽しめる催しも行われ、会場は多くの家族連れ
でにぎわっていました。

　暮らしに役立つ
情報の提供や催し
などを通じて生活
を改善するヒントに
してもらおうと2月
26日・27日、ボンベ 
ルタ成田店で「消
費生活展」が開催
されました。各ブー

お役立ち情報がいっぱい
消費生活展

太巻き寿司の実演に興味津々

見えた!東京スカイツリー

●
●

印旛沼
漁協養漁場

甚兵衛渡し

卍
勝福寺

成田
スカイ

アクセ
ス

印旛沼

吾妻中

撮
影
場
所

玉造中

成田湯川駅
八代

成田西陵高

○文

○文

○文

464

18

撮影場所からは、展望台の輪郭もくっきりと
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

Information

　

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
暗
証
番
号
が
登
録
さ
れ
た
専

用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
専
用
カ
ー
ド

に
は
、
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
が

取
得
で
き
る
「
印
鑑
登
録
証
・
な
り
た

市
民
カ
ー
ド
」
と
、
住
民
票
の
み
が
取

得
で
き
る
「
な
り
た
市
民
カ
ー
ド
」
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

専
用
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
の
際
に
は

暗
証
番
号（
4
け
た
の
数
字
）の
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
が

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
物
＝
印
鑑
登
録
証（
す
で
に
印

鑑
登
録
し
て
い
る
人
）、
印
鑑（
新
規

で
印
鑑
登
録
す
る
人
は
登
録
す
る
印

鑑
）、
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き

本
人
確
認
書
類

受
付
場
所
＝
市
民
課（
赤
坂
・
遠
山

分
室
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）、

下
総
・
大
栄
支
所
市
民
福
祉
課

　

顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
が
な
い

場
合
は
、
登
録
す
る
印
鑑
と
本
人
確

認
で
き
る
も
の（
保
険
証
や
年
金
手
帳

　

市
民
課（
市
役
所
1
階
）前
の
自
動
交

付
機
の
稼
働
時
間
が
、
1
月
4
日
か
ら
、

平
日
の
み
午
後
7
時
ま
で
延
長（
従
来

は
午
後
5
時
ま
で
）さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ど
）を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
申
請
人
の
意
思
確
認
の
た
め
の

「
照
会
書
」
を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、「
回
答
書
」
欄
に
押
印
し
必
要
事

項
を
書
い
て
、
申
請
窓
口
に
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

　

顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
が
な
い

人
で
も
、
成
田
市
に
印
鑑
登
録
し
て
い

る
人
を
保
証
人
と
し
て
申
請
し
た
場
合

は
即
日
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

際
、
保
証
人
の
登
録
印
が
押
印
さ
れ
、

登
録
番
号
・
住
所
・
氏
名
の
書
か
れ
た

保
証
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
自
動
交
付
機
で
使
用
で
き
る
紙
幣
は

千
円
札
の
み
、
硬
貨
は
10
円
以
上
で

す
。
く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲

1
5
2
5
︶、
下
総
支
所
市
民
福
祉

課︵
☎
96
︲
1
1
1
3
︶、
大
栄
支
所

市
民
福
祉
課︵
☎
73
︲
8
0
6
6
︶へ
。

　

車
道
や
歩
道
に
伸
び
た
枝
は
、
車
の

運
転
や
自
転
車
・
歩
行
者
の
通
行
の
妨

げ
と
な
り
、
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

枝
の
剪せ

ん
定て

い
や
垣
根
の
刈
り
込
み
な
ど
、

所
有
者
は
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

剪
定
し
た
枝
は
、
ご
み
収
集
袋（
燃

や
せ
る
ご
み
・
可
燃
ご
み
）に
入
れ
、

集
積
所
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
道
路
管
理
課︵
☎
20
︲

1
5
5
1
︶へ
。

　

平
成
23
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期

間
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
期
間

は
下
表
の
通
り
で
す
。

　

希
望
す
る
人
は
運
転
免
許
証
や
保
険

証
な
ど
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
資
産
税
課︵
☎
20
︲

1
5
1
4
︶へ
。

伸
び
過
ぎ
た
樹
木

適
正
な
管
理
を

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧

4
月
1
日
か
ら

資
産
税
課
で

自
動
交
付
機
で
取
得
で
き
ま
す

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書

設置場所 稼働時間 休止日

市民課前
（市役所1階）

午前8時30分〜午後7時
（第2・ 第4日 曜 日 は 午
後5時まで）

土・日曜日（第2・第4日曜日を
除く）、祝日、年末年始（12月
29日〜1月3日）

三里塚コミュニ
ティセンター

（☎40-4880） 午前9時〜午後5時 休館日（くわしくは各施設に
問い合わせてください）

中央公民館
（☎27-5911）

縦　覧 閲　覧

内　容
土地、家屋価格等縦覧帳簿で、周辺の土地や家屋
の価格との比較を通じて自分の土地や家屋の評価
が適正かどうか判断できます

自分の資産について固定資産課税台帳に記載され
た内容を確認することができます。借地人・借家
人なども借用部分の閲覧ができます

期　間 4月1日㈮〜5月2日㈪ （土・日曜日、祝日を除く） 4月1日㈮から （土・日曜日、祝日を除く）
時　間 午前8時30分〜午後5時15分 午前8時30分〜午後5時15分

対　象 納税者本人、納税者の委任状を持ってきた人、納税
管理人

所有者本人、所有者の委任状を持ってきた人、納税
管理人、借地・借家人（賃貸借契約書が必要）

そのほか
固定資産課税台帳に登録された価格に不服がある場合は、課税台帳に価格などを登録した旨の公示の
日から納税通知書の交付を受けた日後60日以内に、固定資産評価審査委員会に文書で審査を申し出る
ことができます

自動交付機の設置場所と稼働時間

固定資産の縦覧・閲覧
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市
で
は
、
市
営
水
道
・
市
営
簡
易
水

道
・
下
水
道
の
料
金
・
使
用
料
に
関
す

る
事
務
を
㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
に
委
託
し
て

い
ま
す
。

　

使
用
開
始
・
中
止
・
名
義
変
更
・
口

座
振
替
の
申
し
込
み
の
手
続
き
は
、
次

の
「
受
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
使
用
開
始
・
中
止
の
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。

受
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
＝
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
成

田
営
業
所（
☎
22
‐
8
8
8
0
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝https://w

w
w
.jen 

ets.jp/cs/index.cgi?area=06

携
帯
電
話
サ
イ
ト
＝https://w

w
w
.

jenets.jp/m
obile/index.cgi? 

area=06

（
右
下
に
Q
R
コ
ー
ド
あ
り
）

　

引
っ
越
し
の

と
き
は
早
め
に

連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

成
田
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
で

県
営
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
の
連

絡
先
は
、
県
水
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
☎

0
5
7
0
‐
0
0
1
2
4
5
）に
な
り
ま

す
。

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部
業
務
課︵
☎

22
︲
0
2
6
9
︶、
下
水
道
課︵
☎

20
︲
1
5
5
3
︶へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日
＝
6
月
12
日
㈰

会
場
＝
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田
沼

校
舎（
習
志
野
市
）

受
験
手
数
料
＝
甲
種
5
、
0
0
0
円
、

乙
種
3
、
4
0
0
円
、
丙
種
2
、
7 

0�

0
円

受
付
期
間
＝
4
月
5
日
㈫
〜
13
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
方
法
＝
各
消
防
署
か
消
防
本
部
予

防
課（
市
役
所
地
下
1
階
）に
あ
る
受

験
願
書
に
必
要
事
項
を
書
い
た
も
の

と
受
験
手
数
料
の
受
付
証
明
書
を

持
っ
て
同
課
へ

受
験
者
講
習
会

日
時
＝
4
月
27
日
㈬ 

午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時
45
分

会
場
＝
国
際
文
化
会
館

受
講
料
＝
3
、
5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト

代
は
別
）

受
付
期
間
＝
4
月
5
日
㈫
〜
13
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
方
法
＝
消
防
本
部
予
防
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.narita.

chiba.jp/sisei/sosiki/shobo/

）に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
た

も
の
と
受
験
料
を
持
っ
て
同
課
へ

※
く
わ
し
く
は
同
課︵
☎
20
︲
1
5
9 

1
︶へ
。

　

引
っ
越
し
な
ど
で
最
後
の
く
み
取
り

と
な
る
場
合
や
、
く
み
取
り
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
環
境
衛

生
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
主
の
名
義
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
も
、連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

料
金
は
口
座
振
替
で

　

料
金
の
支
払
い
は
、
便
利
な
口
座
振

替
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納
入
通

知
書
・
預
金
通
帳
・
届
け
出
印
を
持
っ

て
市
内
の
各
金
融
機
関
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎
20
︲

1
5
3
1
︶へ
。

　

最
近
、
駅
周
辺
だ
け
で
な
く
住
宅
街

な
ど
で
も
迷
惑
駐
車
が
横
行
し
、
取
り

締
ま
り
を
強
化
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

請
や
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

迷
惑
駐
車
は
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨

げ
に
な
り
、
特
に
消
火
栓
・
曲
が
り

角
・
車
庫
の
出
入
り
口
付
近
な
ど
に
止

め
る
こ
と
は
、
市
民
生
活
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
街
頭
で
の
啓
発
な
ど
を
通

じ
て
運
転
者
の
意
識
改
革
を
訴
え
て
お

り
、
警
察
署
に
取
り
締
ま
り
の
要
請
も

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
迷
惑
駐
車
を
無
く
す
に
は

最
終
的
に
運
転
者
一
人
一
人
の
モ
ラ
ル

や
良
心
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

迷
惑
駐
車
を
す
る
人
に
は
、
近
く
の

居
住
者
や
関
係
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
周
囲

の
人
た
ち
と
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課︵
☎
20
︲

1
5
2
7
︶へ
。

地デジの準備
　 　お済みですか？

☎043-333-7100
平日 9：00～21：00　土日祝 9：00～18：00
デジサポ千葉は、総務省千葉県テレビ受信者支援センターの愛称です。

千 葉

【2月16日〜28日】

花苗を配布（26日）

市長日誌
市
営
水
道・市
営
簡
易
水
道・下
水
道

使
用
開
始
・
中
止
の

申
し
込
み

前
期
危
険
物
取
扱
者

試
験
日
程
と

受
験
者
講
習
会

し
尿
の
く
み
取
り

引
っ
越
す
前
に

必
ず
連
絡
を

迷
惑
駐
車

運
転
者
の
モ
ラ
ル
に

か
か
っ
て
い
ま
す

16日 市議会一般質問（18日まで）
20日 市民ユニカール大会

きものde成田
千葉県隊友会成田支部総会

21日 新清掃工場整備特別委員会
経済環境常任委員会

22日 建設水道常任委員会
23日 空港対策特別委員会

教育民生常任委員会
24日 新駅・基幹交通網整備促進特

別委員会
医療問題特別委員会
三郡医師会航空機対策協議会
研修会

25日 総務常任委員会
26日 消費生活展
27日 エアポート杯争奪少年フットサル

大会
本城ふれあいフェスティバル
国際会議海外キーパーソン招請
事業 Meet Japan 2011

28日 市議会予算特別委員会（3月2日
まで）

11 広報なりた 2011.3.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

し
て
い
る
場
合
、
金
融
機
関
を
通
じ
て

保
証
付
き
融
資
を
利
用
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
全
業

種（
82
業
種
）が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
4
月
1
日
か
ら
対
象
が
48
業
種
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
証
の
申
し
込
み
に
は
、
市
町
村
に

よ
る
認
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
中
小
企
業
庁
金
融
課

︵
☎
03
︲
3
5
0
1
︲
2
8
7
6
︶ま

た
は
同
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵h

 
t

 
t

 
p

 
:

 
w

 
w

w
.chusho.m

eti.go.jp

︶
へ
、

認
定
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
市
商
工

課︵
☎
20
︲
1
6
2
2
︶へ
。

　

市
で
は
、
赤
坂
消
防
署
の
庁
舎
の
老

朽
化
、
耐
震
性
の
不
足
か
ら
、
3
月
23

日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日
の
間
、
現
在

の
庁
舎
の
解
体
、
現
在
地
で
の
新
庁
舎

建
築
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
職
員
・
車
両
な
ど

を
公
津
分
署
に
配
置
し
て
業
務
を
行
い

ま
す
。
電
話
・
F
A
X
番
号
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
庁
舎
完
成
ま
で
の
間
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
消
防
本
部
総
務
課︵
☎

20
︲
1
5
9
0
︶へ
。

　

農
業
用
施
設
の
水
路
な
ど
に
は
危
険

な
場
所
も
あ
り
、
人
身
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
休
日
や
春
休
み
期

間
は
、
幼
児
や
児
童
の
水
難
事
故
が
多

発
し
て
い
て
大
変
危
険
で
す
。

　

水
路
や
水
門
、
揚
水
機
場
、
排
水
機

場
な
ど
の
近
く
で
は
、
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課︵
☎
20
︲
1 

5 

4 

2
︶へ
。

対
象
＝
市
内
で
1
年
以
上
同
一
事
業
を

営
む
中
小
企
業
の
経
営
者

資
金
の
種
類
と
限
度
額

◦
設
備
資
金
…
3
、
0
0
0
万
円

◦
運
転
資
金
…
1
、
5
0
0
万
円

◦
零
細
企
業
向
け
資
金（
運
転
・
設
備
） 

…
7
5
0
万
円

◦
季
節
資
金
…
3
0
0
万
円

利
率︵
年
率
︶

◦
運
転
・
設
備
・
零
細
企
業
向
け
資
金

・
1
年
以
内
…
2
・
7
％

・
1
年
を
超
え
3
年
以
内
…
3
・
0
％

・
3
年
を
超
え
5
年
以
内
…
3
・
1
％

・
5
年
を
超
え
10
年
以
内
…
3
・
3
％

（
設
備
資
金
の
み
）

◦
季
節
資
金

・
6
カ
月
以
内
…
2
・
6
％

利
子
補
給
率︵
年
率
︶＝
2
・
5
％

※
く
わ
し
く
は
商
工
課︵
☎
20
︲
1 

6 

2 

2
︶へ
。

　

住
宅
地
に
近
接
し
た
家
庭
菜
園
・
農

地
・
垣
根
な
ど
の
管
理
に
は
、
農
薬
の

飛
散
に
よ
る
住
民
へ
の
健
康
被
害
が
生

じ
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
農
薬
を
使

わ
な
い
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
を
散
布
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合

は
、
飛
散
防
止
に
十
分
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。

農
薬
の
使
用
回
数
と
量
を
減
ら
す

◦
病
害
虫
や
雑
草
を
早
期
に
発
見
す
る

◦
「
毎
年
同
じ
時
期
に
散
布
し
て
い
る

か
ら
」
と
い
っ
た
理
由
で
の
定
期
的

散
布
は
や
め
る

◦
栽
培
前
に
、
病
害
虫
に
強
い
作
物
や

樹
木
・
品
種
を
検
討
す
る

◦
連
作
を
避
け
、
適
切
な
土
作
り
や
施

肥
を
す
る

◦
農
薬
以
外
で
の
防
除
を
優
先
さ
せ
る

飛
散
防
止
に
配
慮
す
る

◦
飛
散
し
な
い
農
薬
を
選
ぶ

◦
風
が
弱
い
と
き
な
ど
、
天
候
や
時
間

帯
を
選
ん
で
散
布
す
る
。
近
く
に
学

校
・
通
学
路
が
あ
る
場
合
、
子
ど
も

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
注
意
す
る

ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
従
っ
て

農
薬
を
使
用
す
る

散
布
区
域
に
人
が
入
ら
な
い
よ
う
対
策

を
立
て
る

事
前
に
十
分
な
周
知
を
行
う

◦
散
布
す
る
場
合
は
、
周
辺
住
民
へ
の

事
前
の
連
絡
や
、
看
板
に
よ
る
告
知

な
ど
で
十
分
に
周
知
す
る
。
散
布
を

す
る
場
所
の
近
隣
に
学
校
・
通
学
路

が
あ
る
場
合
は
、
学
校
や
保
護
者
な

ど
に
も
連
絡
す
る

使
用
履
歴
を
記
録
し
て
保
管
す
る

む
や
み
な
現
地
混
用
は
行
わ
な
い

◦
情
報
が
な
い
状
況
で
の
現
地
混
用
、

特
に
有
機
リ
ン
系
同
士
の
混
用
は
し

な
い

※
く
わ
し
く
は
農
政
課︵
☎
20
︲
1 

5 
4 
1
︶ま
た
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ︵h
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t

 
p

 
:
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w

 
w
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m
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f

 
f
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g

 o . 
jp/j/nouyaku/

︶へ
。

　

業
況
の
悪
化
し
て
い
る
業
種
に
属
す

る
中
小
企
業
が
、
売
り
上
げ
の
減
少
な

ど
に
よ
り
経
営
の
安
定
に
支
障
を
き
た

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

運
転
資
金
や

設
備
資
金
な
ど
に

中
小
企
業

経
営
の
安
定
を

支
援
し
ま
す

赤
坂
消
防
署

建
て
替
え
工
事
に
よ
り

一
時
移
転
し
ま
す

農
業
用
施
設

近
く
で
は
遊
ば
せ
な
い
で

農
薬
の
安
全
使
用

飛
散
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
に

公園地内の植物などの採取は禁じられて
いますのでご注意ください。

禁止
植物採取

広報なりた 2011.3.15 12



※12：00〜13：00は相談できません。相談日
相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談（離婚・相続・相
隣関係・金銭貸借・売買など） 月･金曜日  9：00〜16：00

市役所2階市民相談室

市民協働課市民相談室
☎20-1507
※�裁判所で係争中の事件

は除きます。法律相談 
4月分の予約は3月30日
㈬午前8時30分から受け
付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人） 水曜日 13：00〜16：00

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）3月22日㈫、4月26日㈫ 10：00〜15：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 3月25日㈮、4月 8日㈮ 13：00〜16：00

税務相談 3月22日㈫、4月19日㈫ 10：00〜15：00
不動産相談 3月15日㈫、4月19日㈫ 10：00〜12：00

市民よろず相談 3月19日㈯、4月16日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館 県行政書士会印旛支部
代表 作田義美さん ☎23-3286

税務支援センター（予約制） 3月23日㈬、4月13日㈬ 10：00〜15：00 県税理士会成田支部
（飯田町157-4）

県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 3月16日㈬、4月20日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館 県司法書士会佐倉支部
代表 菊地裕文さん ☎28-5562

木造住宅耐震相談（予約制） 3月27日㈰ 9：00〜16：00 市役所5階501会議室 建築住宅課 ☎20-1564
商工業者法律相談（予約制） 4月 6日㈬ 10：00～12：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101

消費生活相談 月〜金曜日  9：30〜16：30 消費生活センター（市役所2階） 消費生活センター
☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
女性のための相談（予約制） 3月24日㈭、4月14日㈭ 10：00〜16：00 市役所2階相談室 企画政策課 ☎20-1500
DV相談（予約制） 4月 7日㈭ 10：00〜16：00 市役所2階相談室 〃

障がい者相談 水曜日・第4日曜日・
祝日を除く毎日  9：00〜19：00 保健福祉館 障がい者相談センター

☎27-1106

心配ごと相談
木曜日

10：00〜15：00
保健福祉館

社会福祉協議会
☎27-77554月 8日㈮ 下総地域福祉センター

3月18日㈮、4月15日㈮ 保健福祉館大栄分館
酒害相談 4月 7日㈭  9：00〜12：00 保健福祉館 〃
家庭児童相談 月〜金曜日  9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 〃 〃
教育相談（不登校相談も） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

・女性就業（内職）相談は、しばらくの間休止します。くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

困りごと・悩みごと相談室
一人で悩んでいないで相談してみませんか？
毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相談したい
と思っていることはありませんか。市などでは、そんなあなたの
要望に応え、各種相談を行います。相談は無料で秘密は厳守
されます。この機会に日ごろ感じている疑問や悩みを解消してみ
てはいかがですか。

心の健康、
応援します

13 広報なりた 2011.3.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



くらしの豆知識
　悪質商法の被害防止に

　市では、悪質商法の被害を未然に防
止するため、小冊子「くらしの豆知識」
2011年版と、消費生活センターの連絡
先が入ったマグネットシートを作成しま
した。被害防止のために、ぜひ活用して
ください。
配布場所＝消費生活センター（市役所2

階）、行政資料室（市役所1階）、市立
図書館、各公民館、保健福祉館、三
里塚コミュニティセンター、美郷台
地区会館、下総・大栄支所

※1世帯に1部の配布となります。くわ
しくは商工課（☎20-1622）へ。

シルバー人材センター
　利用料金が変わります

　4月1日㈮から、シルバー人材センター
の利用料金が次の通り変わります。
内容と金額（事務費・材料費は別途）
◦植木剪

せん

定
てい

・草刈り・大工・塗装…1人
1日8,200円、1人半日5,000円

◦草取り…1人1日6,800円、1人半日3,8 
00円

※作業は原則2人で行います。作業時間
には、作業で発生した草・枝葉などの
ごみ処理運搬時間が含まれます。ごみ
処理は実費です（見積もりは無料）。そ
のほか、くわしくはシルバー人材セン
ター（☎36-6161、土・日曜日は休み）
へ。

施設無料開放
　成田市民の日に

　3月27日㈰の成田市民の日に、次の通
り市の施設を無料で開放します。ぜひ、
利用してください。
施設と利用時間
◦フィットネスハウス・アリーナ・ト

レーニング室・卓球室・柔道場・剣
道場・弓道場（個人利用のみ）、久住
体育館…午前9時〜午後9時

◦坂田ヶ池総合公園キャンプ場（当日の使
用料、宿泊は26日㈯ 午後4時〜28日㈪ 
午前9時が無料）…午前9時〜午後4時

※くわしくはサウンドハウス・スポーツ
センター（☎26-7251）、坂田ヶ池総
合公園管理事務所（☎29-1161）へ。

成田空港飛来機展
　航空科学博物館で

　毎年恒例の企画展です。珍しい飛行機
を写真や模型で振り返り、存分に見学す
ることができます。
日時＝4月5日㈫〜5月29日㈰ 午前10時

〜午後5時
会場＝航空科学博物館2階展示室（芝山

町）
内容＝平成22年度の1年間に成田空港に

飛来した飛行機の中から、特別な塗
装が施された機体や初飛行の機体な
どを写真や模型で紹介する

入場料＝大人500円、中高生300円、子
ども（4歳以上）200円

※くわしくは航空科学博物館（☎0479-
78-0557）へ。

催し物
公津しだれ桜ふれあいまつり

　華道や茶道の体験も

　華道・茶道体験などイベント盛りだく
さんです。枝垂れ桜を見ながら、春の風
情を感じてみてはいかがですか。
日時＝3月26日㈯・27日㈰ 午前10時〜

午後3時
会場＝公津公民館
内容
◦華道体験・生け花作り（26日㈯ 午前

10時〜正午）…花代300円（先着20人、
申し込みは公津公民館へ）

◦茶道体験…お茶代200円（申し込みは
公津公民館へ。当日の参加もできま
す）

◦サークル作品展示…書道・水墨画・編
み物・写真など

◦サークル発表会…フォークダンス・カ
ラオケ・ウクレレ・オカリナ・フラ
ダンス・日本舞踊など

◦模擬店…採りたて野菜の直売、赤飯、
焼きそば、パン、ワッフルなど

◦陶芸サークル合同展示・販売
※2日間会場の駐車場は利用できませ

ん。付近の臨時駐車場を利用してくだ
さい。くわしくは公津公民館（☎26-
9610、月曜日、3月22日㈫は休館）へ。

ふれあい春コンサート2011
　中台中学校吹奏楽部

日時＝3月20日㈰ 午後1時30分から（開
場は午後1時）

会場＝中台中学校体育館
内容
◦1部…海の男たちの歌ほか
◦2部…パートアンサンブル
◦3部…ディズニーメドレーほか
※入場は無料です。鑑賞を希望する人は

当日直接会場へ。くわしくは中台中
学校・栗原さん（☎26-4201）へ。

貴賓館と防空壕一般公開
　三里塚の歴史に触れる

　天皇陛下が皇太子時代に宿泊された貴
賓館と、昭和16年に皇族の退避施設と
して造られた防空壕を一般公開します。
日時＝4月3日㈰ 午前10時〜午後4時
会場＝三里塚記念公園
参加費＝無料
※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）へ。

皇室ゆかりの施設を見学

MESSAGEBOARD

無�償・ビデオデッキ・再生専用ビデ
オデッキ・炊飯器（3合用）・絵皿・
博多人形・扇風機・ラジカセ・デ
ジカメ・アイロン・裁縫用裁ち
板・アートフラワー用道具一式

無�償・ぜんまい式時計（故障してい
る物）・電動のおもちゃ（故障して
いる物）・テレビ

※�家庭で眠っている不用品を譲りたい
人、中古品を譲り受けて有効利用
したい人はリサイクルプラザ（☎36-
1000、月曜日・祝日は休館）へ。

不用品情報コーナー
譲ります

探しています
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募集
たけのこ掘りと竹細工教室

　春を体感

日時＝4月16日㈯ 午前9時〜正午
会場＝八生公民館
内容＝親子でタケノコ掘りと竹細工を体

験する
対象＝小学生と保護者
定員＝16組（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申込方法＝3月31日㈭（必着）までに、は

がきに住所・氏名（フリガナ）・性別・
学校名と学年・電話番号・保護者名
を書いて八生公民館（〒286-0846 松
崎317）へ

※くわしくは同館（☎27-1533、月曜日・
祝日・3月22日㈫は休館）へ。

韓国語入門教室
　簡単な会話を学ぶ

　今、大人気の韓国語を学びます。旅行
などで韓国に行くときに使えるフレーズ
も学びます。
日時＝4月14日・21日・28日、5月12日・

19日・26日の木曜日（全6回） 午後1時
〜3時

会場＝橋賀台公民館
内容＝簡単な韓国語会話を学ぶ
対象＝初心者の成人
定員＝20人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申込方法＝3月27日㈰（消印有効）まで

に、はがきに教室名・住所・氏名・電
話番号を書いて橋賀台公民館（〒286-
0037 橋賀台1-43-1）へ

※くわしくは同館（☎26-9695、月曜日・
祝日・3月22日㈫は休館）へ。

初心者ソフトテニス教室
　さわやかな汗を流そう

日時＝4月2日・23日、5月7日・14日、6
月4日・18日、7月2日・23日、8月6日・
13日、9月3日・17日、10月22日・29
日、11月12日・19日の土曜日 午前9
時〜正午（当日午前8時に雨天の場合は
中止）

会場＝サウンドハウス・スポーツセン
ター・テニスコート

対象＝小学5年生以上の初心者（体験も可）
持ち物＝ラケット・シューズ
※参加費は無料です。申し込みは生涯ス

ポーツ課（☎20-1584）へ。

法務教官
　平成23年度採用試験

受験資格
◦昭和57年4月2日〜平成2年4月1日生

まれの人
◦平成2年4月2日以降生まれで、次のい

ずれかに当てはまる人
・大学を卒業した人、平成24年3月ま

でに大学を卒業する見込みのある人、
人事院がこれらと同等の資格がある
と認めた人

・短期大学または高等専門学校を卒業し
た人、平成24年3月までに短期大学ま
たは高等専門学校を卒業する見込み
のある人、人事院がこれらと同等の
資格があると認めた人

採用予定人数＝教官A（男子）約100人、
教官B（女子）約20人

受付期間＝4月1日㈮〜14日㈭
※くわしくは法務省東京矯正管区（☎048-

600-1500）、八街少年院（☎043-445-
3787）へ。

はるやすみおはなし会
　みんなおいでよ！

期日＝3月25日㈮
会場＝市立図書館2階集会室
時間と対象と内容
◦第1部（午前10時30分～11時）…幼児（3

歳以上）と保護者・「ねことねずみ」「ぞ
うくんのさんぽ」ほか

◦第2部（午前11時20分～正午）…小学生
（保護者も可）・「よかったねネッドくん」
「瓜こひめこ」ほか

※参加費は無料です。くわしくは市立図
書館（☎27-4646、月曜日は休館）へ。

お知らせ
登録者数が確定

　選挙人名簿の

　平成23年3月2日現在の選挙人名簿の
登録者数が次の通り確定しました。
・男……51,772人
・女……50,906人
・合計…102,678人
※くわしくは選挙管理委員会事務局（☎

22-1111 内線3152）へ。

広報ビデオ
　DVDを貸し出し

　成田をPRするための広報ビデオ（DVD）
2種類を行政資料室（市役所1階）、各公
民館などの市の施設で貸し出しています。
◦ビデオインフォメーションなりた…市

の目玉事業や新しい施設などを紹介
◦ビデオルポなりた…市内の主なニュー

スの総集編
インターネットで動画配信中
　市長からのメッセージを動画で見るこ
とができる「成田市長ビデオメッセージ」

（http://gikaitv.net/narita_kaiken）、 成
田ケーブルテレビで放映中の市の広報番 
組「なりた知っ得情報」（http://www.dis 
cussvision.net/naritasi/index.html）、上 
記の「ビデオインフォメーションなりた」（http://
www.discussvision.net/naritasikoho/
index.html）を、市ホームページで配信してい
ます。
※くわしくは広報課（☎20-1503）へ。

M E S S A G E B O A R D

伝 言 板

タケノコ掘りの後は竹細工を楽しもう

マイバッグを使おう !!
　レジ袋を減
らすため買い
物の際は、マ
イバッグを使い
ましょう。また、
過剰な包装も
避けましょう。

ワンポイントエコアドバイス
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2 011 NARITA少年の翼
　ニュージーランドでホームステイ

　「2011 NARITA少年の翼」の団員とし
て、姉妹都市のニュージーランド・フォ
クストンで一緒に国際交流してみません
か。国内研修・海外研修を通じて触れ合
い、楽しみ、感動を与える青少年健全育
成事業です。
派遣期間＝8月17日㈬〜24日㈬
派遣先＝ニュージーランド・フォクスト

ン
国内研修＝5月〜8月に5回程度（宿泊研

修を含む）
応募資格＝市内在住の小学5年〜中学2

年生で、国内・海外研修にすべて参
加し計画に従い規律ある団体生活が
できる人（原則として、9月に来訪予
定のフォクストンからの子どもたち
を受け入れてくれる人）

定員＝32人程度（応募者多数は抽選）
参加費＝150,000円程度（事前・事後研

修費を含む。原油高騰の場合は追加
料金の可能性あり）

申込方法＝4月18日㈪（必着）までに、各
公民館と成田青年会議所にある所定
の申込用紙に必要事項を書いて、同
会議所（〒286-0026 本町342）へ

※くわしくは同会議所（☎23-1900、土・
日曜日・祝日は休み）へ。

バッグ作り教室
　新学期はお手製で

日時＝3月26日㈯ 午前10時〜正午
会場＝子ども館1階ふれあいひろば
内容＝チーバくんタオルバッグを作る
対象＝小学生以上と保護者
定員＝12組（先着順）
参加費＝50円（材料代）
持ち物＝針箱、アップリケやリボン、タ

オル1本
※申し込みは子ども館（☎20-6300、月

曜日・第3日曜日・祝日は休館）へ。

交通事故無料相談
　一人で悩まないで

　交通事故の解決で困っている人のため
に、無料相談を行っています。
相談方法と日時
◦電話相談…月〜金曜日（祝日を除く）午

前9時〜正午、午後1時〜5時
◦弁護士相談…第1・第2・第3水曜日 

午後1時〜4時（予約制）
※申し込みは千葉自動車保険請求相談セ

ンター（☎043-284-7955）へ。

リサイクル製品の販売
　掘り出しものを見つけよう

受付日時＝3月17日㈭〜20日㈰ 午前9
時〜午後4時

会場＝リサイクルプラザ
リサイクル製品＝自転車・家具類
対象＝市内に住み、品物を持ち帰ること

ができる人（希望者には、建物1階ま
での運送を有料で行います）

価格＝5,000円以内
申込方法＝リサイクルプラザに備え付け

の申し込み用紙に必要事項を書いて
提出（本人、同居の家族のみ可。申込
多数の場合は抽選を行い当選者には、
はがきで通知。電話での申し込みは
できません）

抽選日＝3月22日㈫
※申し込みの無かった品物は抽選日の

午後1時から即売します。くわしくは
リサイクルプラザ（☎36-1000、月曜
日・祝日は休館）へ。

うなりくん折り紙教室
　春休みにみんなで楽しもう

日時＝3月29日㈫ 午後1時～3時
会場＝中央公民館講堂
内容＝うなりくんの折り紙を作成、クイ

ズ、ゲームなど
対象＝小学生
定員＝25人（先着順）
参加費＝無料
申込方法＝3月25日㈮までに、電話か

FAXで、住所・氏名・学年・電話番
号をグループいとぐるま・福島さん

（☎・FAX27-6370）または出山さん
（☎・FAX26-2524）へ

※くわしくは同グループへ。

セカンドライフ支援セミナー
　55歳からのライフスタイルを考える

時間＝午前10時から（終了時間は開催日
により異なります）

会場＝中央公民館
対象＝4月1日現在55歳以上で全回参加

できる人
定員＝25人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料（材料費などは実費）
申込方法＝4月1日㈮（必着）までに、は

がき（1人1枚）に住所・氏名・年齢・
電話番号を書いて中央公民館セカ
ンドライフ支援セミナー係（〒286-
0017 赤坂1-1-3）へ

※くわしくは同館（☎27-5911、第1月曜
日・祝日は休館）へ。

MESSAGEBOARD

夏の思い出づくりに

自彊術でスッキリ

3月27日、4月10日
午前8時30分〜午後5時15分

開庁日日曜

市民課、保険年金課、市民税課、資
産税課、納税課、子育て支援課の一
部の業務を行っています

期　日 内　容
第1回
4月14日㈭

セカンドライフ講座
〜生きがいを見つけよう！

第2回
4月28日㈭

歴史探訪！
〜成田山新勝寺

第3回
5月12日㈭

介護の基礎知識
〜認知症の予防と介護

第4回
5月26日㈭

日帰り研修（県内）
〜どこに行くかはお楽しみ

第5回
6月9日㈭

カロリーオフの調理法
〜食生活を見直そう

第6回
6月23日㈭

健康体操
〜自彊

きょう

術を体験！
第7回
7月7日㈭

年金生活のライフプラン
〜賢い生活の心得
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募集
生涯大学院

　60歳からの新しい出会い！

会場＝生涯大学校（囲護台）ほか
学習内容
◦教養講座（午前10時〜正午）…成田・千

葉の歴史、健康・軽スポーツ、俳句、
音楽、社会保険制度など年間25講程度

◦専門講座（午後1時30分〜3時30分）…
書道・陶芸・園芸・油絵・体操・音
楽から1つを選択し、年間15講座程度

◦そのほかの活動…グラウンドゴルフ、
学園祭、広報誌「すえひろ」の編集、書
道・陶芸・油絵展など

対象＝市内在住の60歳以上（4月1日現
在）の人で、3年間通学できる人

定員＝100人（応募者多数は抽選）
授業料＝無料（実習費・教材費は実費）
申込方法＝3月18日㈮（必着）までに、はが

きに住所・氏名（フリガナ）・性別・生年
月日・電話番号を書いて生涯学習課「生
大」係（〒286-8585 花崎町760）へ

※くわしくは同課（☎20-1583）へ。

国税専門官
　税務のスペシャリストに

　国税専門官とは、法律・経済・会計な
どの専門知識で、適正・公平な課税を実
現し、租税収入を確保する仕事です。
受験資格
◦昭和57年4月2日から平成2年4月1日

生まれの人　
◦平成2年4月2日以降生まれの人で次の

要件に当てはまる人
イ大学を卒業した人、平成24年3月まで

に大学を卒業する見込の人
ロ人事院がイに掲げる人と同等の資格が

あると認める人
申込書交付期限＝4月14日㈭
申込書受付期間＝4月1日㈮〜14日㈭
試験日
◦第1次試験…6月12日㈰
◦第2次試験…7月19日㈫〜26日㈫のう

ち指定された日
※くわしくは成田税務署総務課（☎28-

5151 内線313）へ。

明治大学・成田社会人大学
　あなたの「知りたい」をサポート

　明治大学・成田社会人大学では、次の
通り平成23年度受講生の募集をします。
今回も独自の称号制度や魅力ある講師陣
でスタッフ一同お待ちしています。
課程とテーマ・コーディネーター
◦国際社会課程…「沸騰する中国社会─

中国の社会・政治・経済─」鐘家新さ
ん（明治大学政治経済学部教授）

◦地域社会課程…「医療新時代を迎えて
─最先端の医療現場から町づくりを
考える─」阪井和男さん（明治大学法
学部教授）

◦緑地環境課程…「農をもっと知ろう─
農業体験を通しての豊かな生活─」玉
置雅彦さん（明治大学農学部教授）

会場＝生涯大学校・市役所会議室など
（緑地環境課程は農場実習あり）

対象＝高校生以上で、正規の講義に全回
出席できる人

定員＝国際社会課程、地域社会課程各
100人程度、緑地環境課程40人（応募
者多数は市内在住・在勤・在学の人
を優先して抽選）

受講料
◦国際社会課程、地域社会課程…各

10,000円（実習費など一部別途実費）
◦緑地環境課程…12,000円（実習費など

一部別途実費）
申込方法＝3月18日㈮（必着）までに、は

がきに希望する課程名（1人1課程）・住
所・氏名（フリガナ）・性別・年齢・職
業（市外の人は勤務先や学校名も）・電
話番号を書いて生涯学習課「明大係」

（〒286-8585 花崎町760）へ
※�日程や内容は変更する場合があります。

緑地環境課程は、正規の授業のほかに
実習農地の管理作業があります。講義
運営ボランティア「運営委員」も同時に募
集します。くわしくは生涯学習課（☎20-
1583）へ。

M E S S A G E B O A R D

伝 言 板

期　日 内　　　容
4 /23㈯ 実習：夏野菜の作付け（ナス、ピーマン、そのほか）

5/14㈯
開講式・運営説明会（午後1時）
花の栽培（仮題）

5/28㈯ 実習：夏野菜の管理（支柱立て、整枝など）
6/11㈯ 食品の加工と保存（仮題）
6/25㈯ 実習：夏野菜の管理と収穫
7/16㈯ 安心・安全な農業（仮題）
7/30㈯ 実習：病害虫対策と畑の管理
8/27㈯ 実習：ジャガイモの植付け
9/3㈯ 実習：冬野菜の作付け（ダイコン・キャベツなど）

9/24㈯ 3課程合同特別研修
10/15㈯ 有機農業と家庭菜園
10/22㈯ 農業と経済（仮題）

12/17㈯
（午前）修了式
（午後）明大・成田社会人大学開講
15周年、明大創立130周年記念事業

緑地環境課程「農をもっと知ろう─農
業体験を通しての豊かな生活─ 」

基本的に午前10時〜正午

国際社会課程「沸騰する中国社会─中
国の社会・政治・経済─」

基本的に午後2時〜4時
期　日 内　　　容

5/14㈯
開講式・運営説明会（午後１時）
中国格差社会の諸相

5/28㈯ 風水信仰と中国人の死生観
6/11㈯ 中国に生きる日本的経営
6/25㈯ 中国は民主化するか？
7/16㈯「世界の工場」における労働問題
7/30㈯ インターネットと中国政治
9/3㈯ 中国の生活構造の変化と社会福祉制度の改革

9/24㈯ 3課程合同特別研修
10/1㈯ 異文化経営者と人材育成

10/22㈯ 中国の人口問題と一人っ子世代
11/12㈯ 中国の大国化戦略

12/17㈯
（午前）修了式
（午後）明大・成田社会人大学開講
15周年、明大創立130周年記念事業

地域社会課程「医療新時代を迎えて ─最先
端の医療現場から町づくりを考える─」

基本的に午前10時〜正午
期　日 内　　　容

5/14㈯
開講式・運営説明会（午後１時）
チーム医療の最先端

5/28㈯ 診療報酬制度(1)
6/11㈯ 世界の医療と日本
6/25㈯ シンガポールの医療と日本
7/16㈯ 死生学の視点と未来
7/30㈯ 診療報酬制度(2)
9/3㈯ 社会保障と死生観(1)

9/24㈯ 3課程合同特別研修
10/1㈯ 社会保障と死生観(2)

10/22㈯ 町づくりとしての医療と健康(1)
11/12㈯ 町づくりとしての医療と健康(2)

12/17㈯
（午前）修了式
（午後）明大・成田社会人大学開講
15周年、明大創立130周年記念事業

分かりやすい講義も大好評
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HEALTH AND WELFARE

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎
27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談なども受け付
けしています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

　このコーナーの問い合わせは各保育園
へ。長沼・大栄・宗吾・公津の杜保育園以
外は予約が必要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時�間＝午前10時〜11時（長沼は午前9時〜

午後0時15分、大栄は午前9時30分〜午
後4時30分、宗吾は午前9時〜午後3時、
公津の杜は午前9時30分〜午後3時、月
かげは午前9時30分〜11時）

保 育 園 開 放 日

ボンベルタ成田店

サウンドハウス・スポーツセンター

こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー

日曜祝日診療機関☎27-1116 赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）急病診療所
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科

（日曜日の午前中・ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック

（日曜日の午前中・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック

（日曜日の午前中・吉岡・☎49-0533）

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科

毎日 午後7時～
午後11時

日曜日・祝日・8月13日〜
15日、12月29日〜1月3日

午前10時～
午後5時

外科
歯科

日曜日・祝日・8月13日〜
15日、12月29日〜1月3日

午前10時～
午後5時

※ 来診前に症状を連絡してください。健康保険証
を忘れずに。

●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象 
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3〜90カ月（7歳6カ月）未満の乳幼児が対象
　期日＝4月8日㈮・11日㈪
　受付時間＝午後1時15分〜2時
　※問診票と母子健康手帳を持ってきてください。
●�学童期の予防接種…転入した9〜12歳の人で、三種混合Ⅱ期・日本

脳炎Ⅱ期・日本脳炎救済措置が未接種の人は、健康増進課へ

3月は、千葉県献血推進強調月間です
　成分献血、400ml献血へのご協力をお願いします。
県内の主な献血ルーム
◦モノレールちば駅献血ルーム
　････････☎043-224-0332
◦津田沼献血ルーム
　････････☎047-493-0322
◦献血ルームフェイス
　････････☎047-460-0521

こども急病電話相談 ☎♯8000 （ダイヤル回線からは043-242-9939、午後7時〜10時・年中無休）

保育園名 電話番号 期日 保育園名 電話番号 期日
＊松　崎 26-8282 3/18㈮、4/15㈮ ＊三里塚第一 35-0165 3/15㈫、4/5㈫
　中　台 27-9023 3/16㈬、4/6㈬ ＊三里塚第二 35-0081 3/22㈫、4/12㈫
　新　山 28-2527 3/17㈭、4/7㈭ 　長　沼 37-0005

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

　赤　荻 24-0752 4/8㈮ ＊大　栄 73-3000
＊中台第二 29-6676 3/15㈫、4/5㈫ ＊宗　吾 26-2472
　玉　造 26-8889 4/14㈭ ＊公津の杜 29-6551
＊吾　妻 27-5773 3/23㈬、4/13㈬ ＊月かげ 96-0531
　橋賀台 28-0676 3/22㈫、4/12㈫ ＊成　田 22-0856

一時保育のみ
＊高　岡 96-0042 3/23㈬、4/13㈬ ＊つのぶえ 22-0867
　小御門 96-2362 3/17㈭、4/7㈭

成田市医療相談ほっとライン

10120-2
24時間

4-1
い

1
い

3
サービス

0

専門の医療スタッフが、24時間365日、無料で
相談に応じます。

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人
健康相談（予約制） 医師・保健師・栄養士
歯の健康相談（予約制） 4月 6日㈬ 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制） 4月13日㈬ 午後1時30分から 精神科医師・保健師
4月20日㈬ カウンセラー・保健師（治療中の人を除く）

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
下総公民館赤ちゃん相談（予約制） 3月16日㈬ 午前9時30分〜10時 平成22年5・6・11・12月生まれ
赤ちゃん相談・4カ月 3月25日㈮

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成22年11月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 3月18日㈮ 平成22年 5月生まれ
1歳6カ月児健診 4月 7日㈭ 平成21年 9月生まれ
3歳児健診 4月28日㈭ 平成19年10月生まれ
2歳児歯科健診 4月14日㈭ 午後1時〜1時30分 平成20年 9月生まれ
こころの発達相談（予約制） 4月15日㈮ 午後1時30分から 心理発達に心配のある乳幼児

今月はありません
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市外から転入した妊婦・乳幼児の保護者
手続きをお願いします

　市では、母親学級や赤ちゃん相談、健
診、予防接種など、各種母子保健サービ
スを行っています。市内に引っ越してき
た妊婦や乳幼児の保護者に、これらの
サービスについての説明や、妊婦・乳児
健康診査受診票、予防接種問診票の発行
を行います。母子健康手帳を持って健康
増進課（保健福祉館内）へ来てください。
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

ねんりんピック熊本2011
健康マージャン成田地区予選を開催

　ねんりんピック（全国健康福祉祭）は、
高齢者を中心とするスポーツ、文化など
の祭典です。平成23年度は熊本県で開
催されます。競技種目である「健康マー
ジャン」の成田地区予選を3月27日㈰に
開催します。
※くわしくは日本健康麻雀協会成田支

部・福島さん（☎23-6444）へ。

シニア元気アップ教室
体リフレッシュ！らくらく健康体操

日時＝4月19日・26日、5月10日・17日・
24日・31日、6月7日・14日・21日・
28日、7月5日・12日の火曜日（全12回） 
午前9時30分〜11時30分

会場＝久住公民館
内容＝いすに座って行う簡単な体操から、

音楽に合わせて動きのある体操まで
講師＝伊藤成子さん（フィットネスイン

ストラクター）
対象＝市内在住の65歳以上の人（できる

だけ毎回参加できる人）
定員と参加費＝30人（応募者多数は初め

ての人を優先に抽選）・無料
持ち物＝動きやすい服装・バスタオル・

室内用運動靴・飲み物（水分補給用）
※申し込みは4月6日㈬までに社会福祉

協議会（☎27-7755）へ。

難病疾患見舞金
診断書の提出を忘れずに

　市では、県から交付された特定疾患医
療受給者票・先天性血液凝固因子障害等
受給者証・小児慢性特定疾患医療受給券
を持っている人と、小児ぜんそく・筋ジ
ストロフィーで治療を受けている人に見
舞金を支給しています。
　小児ぜんそくで治療を受けている人

（平成22年12月〜23年3月の新規申請者
は除く）は、3月に通院状況を確認しま
すので、医療機関で作成してもらった市
指定の診断書を持って、障がい者福祉課

（市役所議会棟1階）または下総・大栄支
所市民福祉課で手続きをしてください。
診断書の提出がないと見舞金を支給でき
ませんので注意してください。
見舞金＝月額5,000円（継続して15日以

上入院した月は10,000円。この場合、
入院期間の分かるものを3月31日㈭ま
でに必ず届け出てください）

支給月＝4月
※更新済みの受給者票・受給券を提出し

ていない人は手続きをしてください。くわ
しくは障がい者福祉課（☎20-1539）へ。

8020コンクール
出場者を募集します

　市では、80歳になっても自分の歯を
20本以上保とうという「8020（ハチマル
ニイマル）運動」を推進しています。歯科
疾患（虫歯や歯周疾患）の予防に関する標
語と作文、高齢者・親と子の「よい歯の
コンクール」の出場者を募集します。
種別と応募資格
◦8020運動普及標語・作文…市内在

住・在勤・在学の人
◦高齢者よい歯のコンクール…4月1日現

在80歳以上で自分の歯（かぶせた歯、
さし歯でもよい）が20本以上ある人

◦親と子のよい歯のコンクール…平成
22年4月1日〜23年3月31日に3歳児
歯科健診を受診した幼児とその親

応募方法＝4月8日㈮までに、はがき（作文
は封書で）に住所・氏名・電話番号・生
年月日（親と子は親子共に）を書いて健
康増進課（〒286-0017 赤坂1-3-1）へ

※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

はり・きゅう・マッサージ券
55歳以上の人が対象です

　市では55歳以上の人が、はり・きゅ
う・マッサージ施設を利用するときの助
成券を発行しています。平成23年度分
は3月25日㈮から発行します。
対象＝市内に住んでいる55歳以上で市

税を完納している人（外国人登録をし
ている人を含む）

助成額＝1枚1,000円分（1カ月当たり2
枚を交付、1回の施術で1枚利用可）

利用方法＝市に登録している、はり・
きゅう・マッサージ施術所で施術を
受けるときに利用券を渡し、施術料
金との差額を支払う

利用券の交付申請＝保険証や免許証など
の本人確認ができるものと印鑑を持っ
て高齢者福祉課（市役所議会棟1階）ま
たは下総・大
栄 支 所 市 民
福祉課へ

※くわしくは高齢
者福祉課（☎
20-1537）へ。

こころの健康相談（予約制）
過度なストレス感じていませんか

日時と相談員
◦4月13日㈬ 午後1時30分から…精神

科医師・保健師
◦4月20日㈬ 午後1時30分から…カウ

ンセラー・保健師
会場＝保健福祉館
対象＝心の悩みや心配事の相談を希望す

る人。カウンセラーへの相談は今ま
でに専門の医療機関で受診したこと
がない人

相談料＝無料
※今後の日程については、「広報なりた」

各号の「保健インフォメーション」で
お知らせします。予約は健康増進課

（☎27-1111）へ。

HEALTH AND WELFARE

福祉と健康

3月は自殺対策強化月間です
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 編 集 後 記  
　例年になく寒かった冬も終わりようやく春らしくなってきました。本紙の「伝言板」にも
春の行事が目立つように。中でも、三里塚記念公園内の施設公開は以前担当者だっただ
けに思いもひとしおです。長く埋もれていた防空壕入口の開削時には、戦時中の謎の施
設ということが興味を引いたのか、テレビや新聞の取材が殺到。皇室に関係する貴重な“戦
争遺跡”であることが判明しました。以来、毎年1回桜の時期に合わせ、貴賓館と防空壕
を地元の人たちの協力により一般公開。牧場はなくとも「花と歴史の三里塚」は健在です。

成田市役所本庁舎（行政棟、議会棟、消
防本部、成田消防署）はISO14001の認
証登録を受けています。

平成23年3月15日号／月2回　1日・15日発行／編集発行：成田市役所企画政策部広報課
〒286-8585 千葉県成田市花崎町760番地　電話0476-22-1111（大代表）

広報なりたは、グリーン購入法に基づく基本方針の
判断基準を満たす紙を使用しています。

オーディションで真剣な眼差しを送る佐向大監督（右）

市役所で行われた衣装合わせ

ロケハンで市内のホテル屋
上から空港を眺める

成田を元気にする“成田空援隊”

　平成22年も終盤に差し掛かった11月下
旬、ある空援隊メンバーの携帯電話が鳴っ
た。

「成田がご当地映画の舞台に内定しました」
　空援隊では、成田の魅力を発信するた
め映画ロケ誘致を目指していた。昨年10月
には、市などと協力して、映画・ドラマ撮
影などの支援窓口「成田ロケーションサービ
ス」を設立したばかり。今回「ご当地映画」
という格好のチャンスをものにした。空援隊
の吉岡正之さんは「地元民も気付かないよ

うな成田の魅力
を再発見できる
映画になれば」と
期待を寄せる。
　作品は、同映
画祭の「地域発
信型映画」にエン
トリーされた6作

品の一つ。全国約30カ所の候補地から成
田や大阪など6地域が選ばれ、それぞれ30
分程度の短編映画が制作される。
　初上映となる映画祭は3月18日からス
タートするため、スケジュールは、まさに“ケ
ツカッチン”だ。
　ロケ地正式決定が発表された12月8日に
は、監督やプロデューサーなどが成田を訪
問。顔合わせするや否や、すぐにロケハン（ロ
ケーションハンティング、ロケ地の下見）が行
われた。空援隊の浅野正博さんは「地元を
知り尽くしたわたしたちが、監督の作品イメー
ジに合う場所を紹介したい」と意気込んだ。
　脚本が固まりつつあった1月20日には、
空援隊のバックアップの下、市役所でエ
キストラのオーディションが行われた。エキ
ストラはボランティアだったにもかかわらず、

「成田を盛り上げるために力になりたい」
と、外国人を含む多くの市民が参加。オー

沖縄国際映画祭
　吉本興業グループがメーンスポン
サーとなり、笑いや平和をテーマに平
成21年から沖縄を会場に毎年3月に開
催。世界的にリゾート地で行われる映
画祭が成功していることから、沖縄が
会場に選ばれた。昨年の第2回には、
9日間で約38万人が集まった。

ディションを突破した山﨑良美さん（大袋）は
「空港や成田山以外にも数多くある“成田
の魅力”を伝える手助けが、少しでもできれ
ば」と語った。
　2月2日には、エキストラの衣装合わせが。
どうやら農家の女性が登場するようだ（右
上から2番目の写真）。
　こうして駆け足で迎えた2月7日早朝、つ
いにクランクインを迎える。
　映画には皆さんおなじみの吉本芸人も出
演。次回は、ロケの様子を紹介する予定だ。

 「ロケ」を呼び込めっ！

結成以来、ご当地グルメ開発などで成田を盛り上げてきた、
まちおこしグループ「成田空援隊」が、今度は「ご当地映画」を
プロデュース！作品は、3月18日から沖縄で開催される「第3回
沖縄国際映画祭」で初上映される。広報なりたでは、映画誘
致からロケまでを密着取材。市民を巻き込んだ映画作りの様
子を、15日号の本コーナーで連載する（全3回）。

ご当地映画で成田をPR ①


